
安⼼は安全から 安全は試験から

リチウムイオン電池の安全性試験
リチウムイオン電池は、ニッケル・カドミウム電池等のその他の⼆次電池と⽐較すると、⾼電圧で⾼エ
ネルギー密度であるため⼩型化・軽量化に優れ、充電におけるメモリー効果もないため、私たちの⾝の
回りで幅広く使われています。例えば、⼩型で携帯可能な電⼦機器はもちろん、電気⾃動⾞の⾛⾏⽤
バッテリとしても採⽤されています。しかし、⼀旦、障害が発⽣すると発⽕や爆発と、私たちの命や財
産に損害を与える可能性があり、⼤きな危険性をはらんでいます。私たちの⽣活の⾝近なところで使⽤
されているリチウムイオン電池の安全性を確認することは、⼤きな安⼼を担保することとなります。
リチウムイオン電池の安全性試験に関わる代表的な規格を表１に紹介いたします。

規格番号 規格名 特記事項
JIS C 62133‐2: 2020 ポータブル機器⽤⼆次電池の安全性−第２部：リチウム⼆

次電池
IEC 62133‐2: 2017を基に作成

JIS C 8714: 2007 携帯電⼦機器⽤リチウムイオン蓄電池の単電池および組電
池の安全性試験

JIS C 8715‐2:2019 産業⽤リチウム⼆次電池の単電池及び 電池システム−第2
部：安全性要求事項

IEC 62619: 2017を基に作成

電気⽤品安全法 別表第九 リチウムイオン蓄電池

UN 38.3 危険物輸送に関する勧告
試験および判定基準マニュアル
38.3 リチウム⾦属およびリチウムイオンセルならびに電池

これはセルまたは組電池を
輸送する場合に必要な安全
性試験。

IEC 62660‐3: 2022 電気⾃動⾞の駆動⽤リチウムイオン⼆次セル−第3部：安全
性要求
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表１：リチウムイオン⼆次電池の安全性試験に関わる代表的な規格



リチウムイオン⼆次電池の安全性試験
試験名 規格 内容
外部短絡試験 JIS C 62133‐2

JIS C 8714
JIS C 8715‐2
電安法
UN 38.3
IEC 62660‐3

正極端⼦と負極端⼦を短絡したときの安全性の評価。

圧壊試験 JIS C 62133‐2
JIS C 8714
JIS C 8715‐2
電安法
UN 38.3
IEC 62660‐3

電池の外部からの圧⼒により変形したときの安全性の評価。

釘刺し試験 SAND 2005‐3123
SAE J2464

細い釘状の⾦属で電池を貫通し、電池内部で短絡が発⽣した
ときの安全性の評価。電気⾃動⾞の場合、左記の規格で要求
される。また、リチウムイオン⼆次電池を解体する内部短絡
試験の代替試験として実施することも可能。

過充電試験 JIS C 62133‐2
JIS C 8714
JIS C 8715‐2
電安法
UN 38.3
IEC 62660‐3

規定時間以上充電を⾏ったときの安全性の評価。

強制放電試験 JIS C 62133‐2
JIS C 8714
JIS C 8715‐2
電安法
UN 38.3
IEC 62660‐3

充電時に極性を逆に接続した場合の安全性の評価。

急速温度変化温度
サイクル試験

JIS C 62133‐2
JIS C 8714
JIS C 8715‐2
電安法
UN 38.3

低温と⾼温の温度変化が急激に発⽣したときの安全性の評価。
急速温度変化恒温槽が必要。
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お困りごとがございましたら、
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